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	１　 公募の趣旨
	２　 施設及び物品の概要
	① 　施設概要
	② 　物品概要
	運営法人は、平成３１年４月１日以降、次に掲げるところによりその責任において大洲デイを運営するものとします。
	⑴　入浴、排せつ、食事等の介護その他の日常生活上の世話及び機能訓練を行うこと。
	⑵　介護予防を目的として、入浴、排せつ、食事等の介護その他の日常生活上の支援及び機能訓練を行うこと。
	⑶　利用者及びその家族の家事、生活等に関する相談及び助言を行うこと。
	⑷　施設及び設備（以下「施設等」といいます。）の維持管理を行うこと。
	⑸　その他⑴から⑷までに掲げる業務を行うに当たり必要な行為をすること。
	⑹　法の改正等による制度改正等に応じたサービス提供を行うこと。
	⑺　⑴から⑹までに掲げる業務に支障のない範囲内において、高齢者福祉サービスの充実を図るために必要な提案を行い、実施をすること。
	７　 応募資格
	運営法人の応募資格は、以下の項目を全て満たしている者とします。
	⒀　現在の指定管理者が行うサービスと同等以上のサービスを提供することができること。
	⒂　通所介護等のサービスに係る料金の額は、法及びこれに基づく命令等に定められた算定方法又はその例により算出した額とすること。
	⒃　⒂以外のサービスに係る料金の額は、大洲デイにおける現行の料金及び近隣の通所介護等を行う施設との均衡に配慮した設定とすること。
	⒄　「２　施設及び物品の概要」に記載する利用定員を維持すること。また、送迎エリアについても、おおむね現状を維持すること。
	⒅　大洲デイの開所時間は、「２　施設及び物品の概要」に記載する開所時間とすること。ただし、運営法人が必要があると認める場合は、これを延長することができる。この場合において、開所時間を変更したときは、速やかに市に報告すること。
	⒆　大洲デイの休所日は、「２　施設及び物品の概要」に記載する休所日とすること。ただし、運営法人が必要があると認める場合は、休所日を減らすことによりサービスを拡大することができる。また、運営法人は、やむを得ない事情がある場合は、臨時に休所日を設けることができる。これらの場合において、休所日を変更したときは、速やかに市に報告すること。

